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課題⑦－２「首都圏複合災害への対応・減災支援技術」サブテーマ２

(1)AI マッチング機能
 時間と資源を最適化した人・モノ・タスクの対応付け

(1) グルーピング機能　地域や施設を連携

各機関の独立・連携管理
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Aは0:12に到着。Cが
0:25に来るまで待つ。

Bは0:10に到着。AとC
が0:35に来るまで待つ。

Dは0:05に到着。Cが
0:10に来るまで待つ。

：数字は実施に必要な人数
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防災設備
（土のう、止水板）

設置、確認

地震や水害時における要支援者と支援者を「地域防災支援アプリ（共助アプリ）」で

マッチングさせることにより，限られた時間・人員・物資を最大限に活用して，

地域や都市型施設における被害の最小化を図る。

 GPS 位置情報や災害情報等をサーバ上に収集・蓄積・表示

社会実装に向けたプレ実証実験
＜フィールド実験による導入効果の定量評価＞

＜実験の概要＞
日時：平成 29 年 2 月 21 日（火）
対象地域：東京都世田谷区奥沢駅周辺
参加者（巡回者）：10 名
巡回先：50 箇所（巡回先の仕事量として 5分・10 秒を想定）

作業時間１０秒

作業時間５分

巡回者

初期状態

共助アプリ使用

見落とし

見落とし

LINE 使用

既存の SNS 技術である
LINE 利用時の課題を克服！

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

0 5 10 15 20 25 30

巡
回

完
了

件
数

所要時間（分）

既存SNS（LINE）共助アプリ

多数の巡回者と，仕事量の異なる多数の
巡回先が，グリッド状道路に空間全体に
分布している。

＜プレ実証実験を通じての水平展開の整理＞
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川崎アゼリア防災センター
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早期災害情報収集

地下街への
浸水状況を
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防災体制発令
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川崎アゼリア地下街の対応状況 多摩川巡視のモニタリング

川崎市危機管理室

FAXや電話ではなしえない効果

下流域の状況確認市全域の対応状況確認

＜実験の概要＞
日時：平成 28 年 9 月 2 日（金）
内容：川崎市における水害対策を想定
想定担当者：
 A. 川崎市危機管理室担当者 2名
 B. 市職員（3つの区役所へ登庁中）3名
 C. 市職員（多摩川巡視）3名
　（上・中・下流に各 1名）
 D. アゼリア防災センター担当者 1名
 E. アゼリア内巡視員 3名
 F. その他施設管理者 3名
　（3 つの区役所の職員）

(3) 屋内測位技術の導入

●屋内地図情報管理機能
●マッチング機能の高度化
●ＡＩ支援機能の追加
●履歴管理機能の追加

情報収集

タスク完了

●大型商業施設
●ターミナル駅
●ホテル
●病院、福祉施設

機能の拡充

各機関で独自に運用、必要に応じて連携

対象施設の拡充

エリアマネージャー

エリアマネージャー

エリアマネージャー

本実証実験

効果検証

成果：アプリ実装、効果測定

社会実装

出口戦略の策定

成果：戦略アクションプラン、先導機関への導入

地域防災支援アプリの開発

SIP基幹システム、府省システム等

成果：多様な災害シナリオやエリア特性に対応連携・共有化

指示

技術開発

プログラム終了時の成果見込

①未完了作業（見落とし）は発生しない
②作業重複は発生しない
③平均歩行距離 /時間の短縮
④作業完了時間の短縮

アゼリア地下街巡視員による
投稿の様子と実験中の端末画面の例

 所要時間，情報共有度等の従来手法との比較

 大規模地下街でのニーズ把握・実験の実施

＜汎用化技術＞

＜実用化技術＞

＜基盤技術＞

(2) マネージャー機能
 全体の進捗状況確認，双方向のリアルタイム情報共有

全体状況の把握
・支援者の位置
・予想到達時間
・救助進捗

エリア
マネージャー

最適巡回計画
巡回計画作成支援
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指示
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(3) ナビゲーション機能　最適経路の表示と巡回支援

(2)AI 支援機能
 AI 技術を用いた訓練振り返り・計画最適化支援


